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﹇
南
信
署
﹈
風
景
紀
行
が
連
載
さ
れ
三
年
目

を
迎
え
る
今
回
、
図
ら
ず
も
二
回
目
の
投
稿
が

当
署
に
回
っ
て
き
ま
し
た
。

時
の
流
れ
の
早
い
の
に
驚
い
て
い
ま
す
。

こ
の
二
年
の
間
に
、
管
内
で
は
市
町
村
合
併

が
あ
り
、
町
村
数
が
五
つ
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

南
ア
ル
プ
ス
を
取
り
巻
い
て
い
た
長
谷
村
、
高

遠
町
は
伊
那
市
に
、
上
村
、
南
信
濃
村
は
飯
田

市
に
合
併
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
最
近
の
話
題
と
し
て
は
、
南
ア
ル
プ

ス
を
世
界
遺
産
に
登
録
し
よ
う
と
の
動
き
が
出

て
き
て
お
り
ま
す
。

二
月
末
に
は
静
岡
、
山
梨
、
長
野
三
県
の
世

界
遺
産
登
録
推
進
協
議
会
が
発
足
す
る
模
様
で

す
。管

内
国
有
林
七
万
二
千

の
う
ち
四
万
二
千

を
占
め
る
南
ア
ル
プ
ス
山
系
は
多
く
の
美
し

い
山
々
が
あ
り
、
深
山
幽
谷
と
い
う
に
ふ
さ
わ

し
い
と
こ
ろ
も
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

前
回
の
「
巫
女
淵
」
に
続
き
、
こ
の
赤
石
山

脈
の
南
部
遠
山
谷
地
区
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

遠
山
谷
を
短
時
間
で
目
に
す
る
に
は
、
車
で

飯
田
市
上
村
の
し
ら
び
そ
高
原
に
行
く
の
が
早

い
と
思
い
ま
す
。
峠
に
出
た
と
た
ん
に
大
パ
ノ

ラ
マ
が
広
が
り
ま
す
。

そ
こ
か
ら
徒
歩
四
時
間
で
尾
高
山
風
景
林
ま

で
往
復
で
き
ま
す
。
そ
こ
で
は
尾
根
を
挟
ん
で

大
鹿
村
の
谷
間
も
見
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に

ア
ル
プ
ス
の
大
き
さ
を
実
感
で
き
る
と
思
い
ま

す
。遠

山
谷
の
主
な
峰
を
見
ま
す
と
、
南
か
ら
、

池
口
岳
（
二
、
三
七
五

）、
加
加
森
山
（
二
、

四
一
九

）、
光
岳
（
二
、
五
九
一

）、
茶
臼

岳
（
二
、
六
〇
四

）、
上
河
内
岳
（
二
、
八

〇
三

）、
前
聖
岳
（
三
、
〇
一
三

）、
兎
岳

（
二
、
八
一
八

）、
大
沢
岳
（
二
、
八
一
九

）、

奥
茶
臼
山
（
二
、
四
七
三

）、
尾
高
山
（
二
、

二
一
二

）
と
い
っ
た
十
座
前
後
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

ま
た
、
こ
の
す
ぐ
近
く
に
は
赤
石
山
脈
の
由

来
と
な
っ
て
い
る
有
名
な
赤
石
岳
（
三
、
一
二

〇

）
も
控
え
て
い
ま
す
。

聖
岳
、
兎
岳
、
大
沢
岳
の
主
要
な
山
に
向
か

う
登
山
道
は
、
長
野
側
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
三

ル
ー
ト
が
あ
り
ま
し
た
が
、
十
八
年
七
月
豪
雨

の
た
め
し
ら
び
そ
峠
経
由
は
不
通
と
な
っ
て
お

り
、
現
在
は
、
易
老
渡
口
コ
ー
ス
、
便
ヶ
島
口

コ
ー
ス
の
二
ル
ー
ト
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

登
山
口
ま
で
は
飯
田
Ｉ
Ｃ
又
は
Ｊ
Ｒ
飯
田
駅

か
ら
車
で
二
時
間
程
度
、
登
山
口
か
ら
稜
線
ま

で
の
所
要
時
間
は
一
般
登
山
者
の
ペ
ー
ス
で
易

老
渡
口
コ
ー
ス
が
五
時
間
半
、
便
ヶ
島
口
コ
ー

ス
が
六
時
間
半
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
長
野
県
側
か
ら
の
と
り
つ
き
は

距
離
が
遠
く
、
標
高
差
を
一
気
に
稼
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
た
め
、
時
間
と
労
力
の
面
で
大
変

き
つ
い
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
登
山
者
の
数
も
比
較
的
少
な

く
、
自
然
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
の
も
確
か
で

す
。た

だ
、
こ
の
と
こ
ろ
ニ
ホ
ン
ジ
カ
や
ニ
ホ
ン

ザ
ル
が
二
、
五
〇
〇

以
上
の
高
山
帯
に
ま
で

群
れ
を
な
し
て
登
り
、
高
山
植
物
な
ど
を
食
べ

て
し
ま
う
状
態
は
、
高
山
植
物
の
危
機
と
も
い

え
る
状
態
で
早
急
な
対
策
が
必
要
で
す
。
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南
ア
ル
プ
ス
「
南
部
」

兎岳から見た赤石岳

南アルプスの特産種タカネビランジ

しらびそ高原から見た大沢岳・兎岳


